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枝肉重量

12年4-9月　　12年10-13年3月　　13年4-6月
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12年4-9月　　12年10-13年3月　　13年4-6月

 去勢牛 雌牛 去勢牛 雌牛 去勢牛 雌牛
2010 29.0  29.9 475 395 57.9 41.7
2011 29.0  29.8 477 400 58.9 43.7
2012 29.0  29.7 478 402 63.0 44.1

 出荷月齢　（月）     枝肉重量　（kg）　　 上物率 （％） 年度

肥育月齢（月）  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 20 カ月肥育 
濃厚飼料 肥育前期 飼料 2.5 3.0 3.5 4.5 5.5 3.5 3.0 - - - - - - - - - - - - - 775 
 肥育中期 飼料 - - - - - 3.0 5.5 9.0 9.5 9.5 10.0 6.0 4.0 - - - - - - - 1,718 
 肥育後期 飼料 - - - - - - - - - - - 4.0 6.0 10.0 9.5 9.5 9.0 9.0 9.0 9.0 2,280 
 大豆粕 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 - - - - - - - - - - - - - - 91 
 合　計 3.0 3.5 4.0 5.0 6.0 7.0 8.5 9.0 9.5 9.5 10.0 10.0 10.0 10.0 9.5 9.5 9.0 9.0 9.0 9.0 4,590 
粗飼料 ヘイキューブ 0.5 0.5 0.5 - - - - - - - - - - - - - - - - - 46 
 稲わら 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 1.3 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 845 
 合　　計 3.0 3.0 3.0 2.5 2.5 1.3 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 891 

肥育ステ－ジ     肥育前期     　　　　　　　 肥育中期       　　　肥育後期  　　　　　　　　通算 

和
牛
雌
牛
は
去
勢
牛
よ
り
も
脂
肪
が
つ
き
や
す
く
、ま

た
枝
肉
重
量
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、一
般
的
に
枝
肉
成
績
を

上
げ
る
こ
と
が
難
し
い（
表
１
）。
特
に
枝
肉
重
量
は
全
国

平
均
で
４
０
０
㎏
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、こ
の
重
量
を

増
や
す
こ
と
が
雌
牛
肥
育
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
農
場
お
よ
び
同
じ
銘
柄
和
牛
を
生
産
し
て
い
る
ほ
か

の
農
場
で
も
、生
産
費
を
低
減
す
る
た
め
、雌
牛
の
導
入
比

率
が
半
数
近
く
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
部
会
の
雌
牛
の
枝

肉
成
績
は
上
物
率
が
５
割
を
超
え
る
が
、一
方
で
枝
肉
重

量
は
平
均
４
０
５
㎏
と
小
さ
く
、改
善
の
余
地
が
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
枝
肉
重
量
改
善

を
目
的
と
し
た
肥
育
試
験
を
設
定
し
、
取
り
組
み
始
め
た
。

当
試
験
農
場
は
も
と
も
と
去
勢
牛
の
肥
育
が
主
体
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、農
場
に
お
け
る
飼
料
の
給
与
体
系
も
去
勢

牛
中
心
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
雌
牛
も
同
様
に
、
導

入
後
の
肥
育
前
半
か
ら
配
合
飼
料
を
一
気
に
増
給
し
て
い

く
体
系
で
管
理
し
て
い
た
。

そ
こ
で
今
回
の
試
験
に
お
け
る
給
与
体
系（
表
２
）で

は
、導
入
す
る
雌
牛
が
主
に
沖
縄
か
ら
の
も
の
で
、２
５
０

㎏
以
下
の
比
較
的
安
価
な
素
牛
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

導
入
後
半
年
間（
肥
育
前
期
）は
配
合
飼
料
の
給
与
を
一
定

レ
ベ
ル
に
と
ど
め
、従
来
よ
り
も
粗
飼
料
を
多
く
食
い
込
ま

せ
る
よ
う
努
め
た
。
な
お「
一
定
レ
ベ
ル
」と
は
、２
０
０
８
年

日
本
飼
養
標
準（
肉
牛
）の「
Ｔ
Ｄ
Ｎ
充
足
率
１
０
０
％
程

度
」「
Ｃ
Ｐ
充
足
率
１
３
０
％
程
度
」を
目
安
と
し
、余
分

な
脂
肪
を
つ
け
ず
、粗
飼
料
給
与
量
と
Ｃ
Ｐ
充
足
率
を
高

め
る
こ
と
で
フ
レ
ー
ム
作
り
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、肥
育
中
期
か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
に
配
合
飼
料
を
増

給
さ
せ
、
１
日
１
頭
あ
た
り
９
～
10
㎏
の
摂
取
量
を
出
荷

時
ま
で
安
定
的
に
維
持
さ
せ
た
。

な
お
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、肥
育
開
始
時
か
ら
稲

わ
ら
主
体
で
給
与
し
た
こ
と
で
、去
勢
牛
よ
り
厳
し
い
制
限

と
な
り
、結
果
と
し
て
想
定
ど
お
り
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た（
図
１
）。

現
在
試
験
牛
の
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
出
荷
月
齢
が

約
29
カ
月
齢
と
変
わ
ら
な
い
な
か
で
、
従
来
と
比
較
し
て

も
肉
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
枝
肉
重
量
を
改
善
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る（
図
2
）。
農
場
主
か
ら
も「
肥
育
前

半
に
は
見
た
目
こ
そ
物
足
り
な
い
感
じ
が
し
た
が
、
十
分
な

フ
レ
ー
ム
を
作
っ
て
か
ら
肉
を
乗
せ
て
い
く
作
業
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
」と
、
今
回
の
試
験
に
対
す
る

子牛市場が高騰を続けるなか、子牛の値段が去勢牛より
安価な雌牛を導入し、肥育をかける農場が増えている。
今回は、肥育試験を設定し、子牛導入後の肥育前半の
フレーム作りを重視することで「枝重改善」を少しずつ実現している
農場の取り組み事例を紹介する。

和
牛
雌
牛
の
枝
肉
成
績

試
験
農
場
の
概
要
と
肥
育
試
験
の
取
り
組
み

肥
育
試
験
の
内
容

肥
育
試
験
の
結
果

枝
肉
重
量
を

増
や
せ
！　

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
こ
の
試
験
結
果
を
参
考
に
、
銘
柄
和
牛
の
部
会

全
体
で
安
定
し
た
雌
牛
の
出
荷
成
績
を
残
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

図2.試験農場の成績の推移

表1．和牛の枝肉成績推移（全国）

図1．採血結果

表2．肥育試験の給与体系

所 在 地：九州地方
飼養頭数：和牛（去勢雌合わせて）750頭
従業員数：5名

フレーム作りの徹底により十分肉付きした雌牛

肥育前期の粗飼料食わせ込み

試験牛は、20㎏以上の
枝重改善を実現
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